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医療法人清風会 就労支援センター onwArk（オンワーク） 

 

1．対象者の概要 

A さんは対人関係の悩みがきっかけで

19歳のころ精神科B病院に入院。1年半

ほど一般就労をしましたが、対人関係によ

り再発し、３回の入退院を繰り返していま

した。その後、新聞配達（夕刊のみ）で6

年勤務しましたが、服薬中断から病状悪化

し退職しました。6ヶ月間の入院の後、B

病院デイケアセンター（以下ＤＣ）に通所し、統合失調症における心理教育プログラムで

病状悪化のサインや服薬の必要性などを勉強し、病気への理解を深めました。また DC か

ら当センターで行われる体験プログラムに参加したことをきっかけに、当センターへの通

所を開始しています。 

当センターに通所するまでの A さんの DC での様子は、無口でしたが真面目でとても気

遣いができ、運動もよくできました。特にフットサルが得意で DC 以外でもフットサルチ

ームに所属し、そこでは中心選手で仲間からも慕われていました。一方で、ＤＣ内で他の

利用者を不快な思いにさせていないか気にすることが多く、相手に合わせ過ぎるため、自

分の意見が言えないなど、人間関係について悩みを抱えることがありました。 

 

２．支援経過 

 オンワークでは、施設内・外での作業を

通して、利用者の基本的な作業能力を把握

していきます。同時に、講習などで病状管

理、日常生活の見直し、企業見学、履歴書

や面接練習など就労に向けたプログラム

に取り組むなど、色々な個別のニーズに合

わせたプログラムを設定しています。 

Ａさんは、作業のスキルは高いのですが、調子の良い時はフットサルなどのスケジュー

ルを詰め込みすぎていました。またスケジュールに関する管理も、気を遣いすぎることか

ら相談できず、これまでも病状悪化を繰り返していたことがわかりました。オンワークで

は、担当との面談でこれまでを振り返り、生活や人生設計について一緒に考え、目標を立

てて進めていきました。まずは、「長く働き続けられること」を最優先に考え、仕事・病状

管理・余暇（フットサル）について整理していきました。仕事については、責任がかかり
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すぎないパート勤務、週3～4日勤務からスタートする、月３～6万の収入、時間は午後か

らできる仕事など勤務条件を整理しました。病状管理では、日々の調子を自覚することを

目標に、体調・睡眠・疲労などに意識して日報に記入する取り組みを DC と連携して行い

ました。 

入所 5 か月後の企業実習（スーパー）では 100％超の力で取り組んでいるのがみられ、

休み時間の過ごし方や仕事の取り組み方、仕事と余暇（フットサル）のバランスを考えま

した。就労した後の生活に順応できるよう準備したうえで、自分に合った仕事探しを始め

ましたが、Ｃ社店舗の見学から合同面接会・雇用前実習を経て、入所9ヶ月後にC社に就

労しました。 

  

3．企業の概要 

 酒類・食料品の販売を行う小売店を運

営。従業員数は1,000人以上のうち、パ

ートは 8 割となっており、正社員は店長

と副店長のみとなります。店長や副店長

は異動が多く、この5年間で4回変わっ

ています。 

各店舗で障害者雇用し、あらかじめ業

務が固定されています。また、個人の適性に合わせ、仕事内容を限定して始めるなどの配

慮もあり、働きやすい環境です。 

 

4．マッチング 

2 週間の実習を行い、実際の仕事を体

験しました。実習では平日の週 3 日 13

時～15 時で、業務は商品陳列（前出し）

など行い、企業側からの評価も高く、採

用に至っています。会社側から週 4 日午

後勤務という要望があり、会社と A さん

の希望が合致し、１３時～１８時の曜日

固定で勤務をスタートしました。  

慣れないうちは人の会話が気になり、「自分のことを言われているのでは？」と被害的に

捉える部分がみられました。また、分からないことや気になることは、早めに店長に確認

することを決めましたが、直接店長に伝えられないことがありました。そこで支援者が A

さんの気持ちを聞き取り、店長に仲介しました。そういった橋渡し以外にも、まず本人が

できることとして、スタッフの名前を覚え、挨拶や仕事上困った時など話す機会をもつよ

うアドバイスするなどの支援を行いました。また、本人にはできているかどうか自信がな
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いため、月1回程度、店舗で面談し、職場からAさんに評価を返す機会を設けていました。 

 

5．定着支援 

 就労後も、ＤＣを週1回利用しながら、

疾病理解や仲間との交流、息抜きの場と

して活用してきました。当センターでは、

月1回の面談を通じて、仕事（仕事内容

の変化、勤務状態、対人関係）、体調（睡

眠）、生活面（フットサル活動）につい

て聞き取りを行いながら、アフターフォ

ローを行っています。 

課題として、依然としてコミュニケーションが苦手なため、職場の人にどう思われてい

るかを気にしたり、確認をできず職場の飲み会を当日キャンセルしてしまったり、相手の

気持ちを考えて、うまく自分の考えを伝えられず、人間関係で悩むことが多くみられまし

た。そこでオンワークでの相談や、ＤＣでのSSTなどを通じて、課題に取り組むことにし

ました。その結果、就労して 4 年目には「人のことも気にならなくなり、楽になった」と

話すようになり、順調に就労を継続していたため、2か月に1回の面談に変更しました。 

しかし、その頃から勤務時間を 1 時間増やしたこと、新たな仕事の役割を担っていたこ

と、不規則なシフトへの変更という職場での環境変化に加え、プライベートではフットサ

ルの大会に向けて週３～４回の練習に参加し、また過剰なダイエットも行っていたなど、

仕事と余暇のバランスが取れなくなっていました。また、その状態を本人は絶好調ととら

えている状況でした。しかし、職場の人間関係がきっかけで、睡眠状態も悪化し、「人が怖

い」などの妄想がみられ、1か月の休養をとることになりました。 

休養期間中は、本人と面談し、問題を整理した後、職場の勤務調整や病気について職場

に説明を行いました。その結果、以前のようにシフトを固定していただき、1 か月は週 3

日にしていただくなど、本人の特性に配慮した具体的な対策を講じることができました。

また、DCでは服薬、睡眠、アルコールなどの病状管理やフットサルの調整に取り組みまし

た。早期に対処した事で、病状が改善され、１週間後には職場に戻ることができました。 

 

6．まとめ 

障害者就労に関しては、就労移行事業所に在籍しているときに、本人や企業のアセスメ

ント、課題をしっかり認識しておくことが重要です。 

平成 30年より定着支援事業がスタートしましたが、精神障害の場合は、３年半終了後も

職場の環境の変化、プライベートの変化、人間関係などによって病状が悪化し、就労継続

が困難になることがあります。病気に関する自己理解・対処法習得と医療との迅速かつ継

続的な連携が早期解決に不可欠であると考えています。 
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就労後の問題が起きた時の関わりは、困難な事例が多くありますが、その機会を活かし

て、本人の特性理解を本人自身、支援者、企業が深めていく事ができ、それを円滑にコー

ディネートしていく事が、支援者の役割と考えています。それを乗り越えた経験は、その

後の就労定着に影響していきます。 

精神障害者の支援は、長期にわたって支援する必要性が高く、その支援には就労移行支

援事業者だけでなく複数の支援機関で役割分担を行い、質と量を見極めて関わっていくこ

とが有効だと考えています。 


